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創薬AI臨床試験シミュレーション(QSP技術)を食分野で応用

As is

細胞系(in vitro)での
作用コンセプト立証

動物実験(in vivo)効果実証

ヒト臨床試験・有効性評価
＊時間・コストがかかる

製品開発・社会実装

＊動物実験ができない世界的時流

非生理的な局所的な影響しか
見ることができない

効果が確認できなければ
再検証

不確実

To be

①バーチャル臨床で有効性予測

②有効性予測を裏付け

③確度高く実装へ
(コストダウン＆開発時間短縮)

AIプラットフォーム



© Kirin Holdings Company, Limited 3

食分野におけるAI機能性シミュレーションのモデル構築

共創型共同研究でさらに高い予測精度へ

具体的な素材「シチコリン」で運用し、プラットフォームの実用性を検証

キリンで蓄積してきた独自のデータ

バーチャル被験者に対する機能予測シミュレーション

共同研究：富士通株式会社
 Nova In Silico

遺伝子発現量

有効性用量

薬効までの時間

吸収・代謝に関わる
酵素の情報

素材情報

被験者の設定
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キリングループシチコリン

ファーストターゲットとして「シチコリン」に着目

「集中力や記憶力サプリメント」の海外向けBtoB素材として事業展開中

→今後グローバルBtoC(APAC)製品として展開国を拡大する方針

新たな機能強化でバックアップ
R&Dの力で戦略を実現させる例として好適

※現時点で日本国内ではシチコリンの使用は医薬用途でのみ認められている

・eスポーツサプリメント ・スポーツサプリメント(Pre-Workout) ・スパークリングウォーター ・スポーツドリンク ・スポーツサプリメント
・エナジードリンク(Smart Energy) ・脳機能サプリメント(注意・集中・記憶) ・コーヒー ・ショットドリンク
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「シチコリン」の機能と市場規模

シチコリンは脳機能に必須の成分

■世界の脳機能サプリメント市場規模は非常に大きい(5兆円)

現状の訴求領域

認知機能向上

気分改善

ストレス低減

感情ケア

不安・抑うつの軽減

睡眠改善

認知機能にとどまらない新たな機能の拡張は
社会価値と経済的価値の同時創出になる



© Kirin Holdings Company, Limited 6

①バーチャル臨床での有効性予測
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腸-神経のシグナル受容活性の予測シミュレーション
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最大活性時点におけるシナプス内アセチルコリン量の予測シミュレーション

腸脳相関を示唆する腸-神経の活性化作用を新発見
(従来の方法では発見が困難)

この予測結果をin vitroで確認

腸

(h)
経口摂取



© Kirin Holdings Company, Limited 7

②有効性予測結果の裏付け

電極の埋め込まれた培養wellトランスウェル

共培養

iPS由来 腸管上皮細胞

iPS由来 求心性神経細胞

神経活動（神経発火）を評価

微小電極アレイ

in vitro評価

有効性予測を裏付ける結果、シチコリンの新たな可能性が拓かれた

Control Citicoline

裏付け

(h)

経口摂取
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創薬AI臨床試験シミュレーション(QSP技術)を食分野で応用

細胞系(in vitro)での
作用コンセプト立証

動物実験(in vivo)効果実証

ヒト臨床試験・有効性評価
＊時間・コストがかかる

製品開発・社会実装

①バーチャル臨床で有効性予測

腸脳相関を示唆する
腸-神経の活性化作用を新発見

②有効性予測結果を裏付け

③確度高く実装へ
(コストダウン＆開発時間短縮)
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③確度高く製品実装へ：研究のタイムライン

2026 2027 2028

臨床試験計画 試験実施 製品開発検討

モデルシミュレーションによる機能予測 アウトプットイメージ


